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(57)【要約】
【課題】　一般の壁部材は、石膏ボードなどの非磁性体
の表面に非磁性体の壁紙が張着されており、磁石は吸着
しなかった。
【解決手段】　本発明は、支持部材の表面に磁性薄板が
張着され、当該磁性薄板の表面に壁紙が重畳されている
。従って、前記壁紙の表面に、当該壁紙を介して前記磁
性薄板に磁石を吸着させることができ、当該磁石と前記
壁紙との間に用紙類を着脱自在に挟持させることが可能
となる。
【選択図】図７
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　屋内の建築材料として使用される壁部材であって、支持部材の表面に磁性薄板が張着さ
れ、当該磁性薄板の表面に壁紙が重畳されていることを特徴とする壁部材。
【請求項２】
　磁性薄板は支持部材の表面の一部に張着され、壁紙は支持部材の表面の全面に重畳され
ている請求項１に記載の壁部材。
【請求項３】
　支持部材を、その表面が鉛直面となるように立て掛けた際に、磁性薄板は前記支持部材
の下端から１ｍ以上の部分に張着されている請求項２に記載の壁部材。
【請求項４】
　壁紙には全面に同一の模様もしくは色彩が施されている請求項１ないし３のいずれか一
項に記載の壁部材。
【請求項５】
　壁紙の、前記支持部材に前記磁性薄板が張着されている部位に対応する部位は、他の部
位と異なる色彩もしくは模様が施されている請求項１ないし３のいずれか一項に記載の壁
部材。
【請求項６】
　壁部材の製造方法であって、支持部材の表面に磁性薄板を張着し、その後当該磁性薄板
の表面に壁紙を重畳することを特徴とする壁部材の製造方法。
【請求項７】
　壁紙は磁性薄板の端縁部を覆うように重畳する請求項６記載の壁部材の製造方法。
【請求項８】
　請求項１ないし５のいずれか一項に記載の壁部材の使用方法であって、前記支持部材の
前記磁性薄板が張着されている部分に対応する部位の壁紙の表面に、磁石を着脱自在に吸
着させ、前記磁性薄板と磁石とで目的物を挟持することを特徴とする壁部材の使用方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は屋内の建築材料として使用される壁部材であって、その表面に磁石で目的物を
着脱自在に装着することが可能な壁部材と、その製造方法および使用方法に関するもので
ある。
【背景技術】
【０００２】
　従来の屋内の壁部材は、一般に、支持部材としての非磁性体である石膏ボードに直接壁
紙が張着されており、前記壁部材に各種用紙やパンフレット、カレンダーなどの目的物を
係止するためには、壁紙の上から石膏ボードにヒートンや釘を打ち付けたり、粘着テープ
で固定せざるを得なかった。
【０００３】
　しかしながら、壁紙の上からヒートンや釘を打ち付けたり粘着テープで固定すると、石
膏ボードが傷んだり、壁紙が汚損され、目的物を暫定的に係止するような場合、あるいは
頻繁に取り換える場合には不適切であった。
【０００４】
　なお、冷蔵庫の外側は一般に磁性体であるスチールが使用されているので、レシピや買
い物カードなどの用紙類を磁石で前記冷蔵庫の外側に着脱自在に係止することは周知であ
るが、これは冷蔵庫に限られる。
【０００５】
　この問題を解決し得る技術は他に見られないが、スチールペーパーの特許文献１として
下記のものが開示されている。
【先行技術文献】
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【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】　実開平７－１５３３２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　上記の特許文献にはスチールペーパ自体が開示されているだけで、これを壁部材に適用
することは開示されていない。
【０００８】
　本発明は、通常の室内や会議室、学校などの教室の側壁に応用することによって、壁部
材を汚損することなく、用紙類等の目的物を壁部材に自由に着脱せんとするもとである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　（１）本発明は、屋内の建築材料として使用される壁部材であって、支持部材の表面に
磁性薄板が張着され、当該磁性薄板の表面に壁紙が重畳されていることを特徴とするもの
である。
【００１０】
　本発明によれば、支持部材の表面に磁性薄板が張着され、当該磁性薄板の表面に壁紙が
重畳されているので、前記壁紙の表面に、当該壁紙を介して前記磁性薄板に磁石を吸着さ
せることができ、当該磁石と前記壁紙との間に用紙類を着脱自在に挟持させることが可能
となる。
【００１１】
　（２）本発明では、磁性薄板は支持部材の表面の一部に張着され、壁紙は支持部材の表
面の全面に重畳されていることが望ましい。
【００１２】
　一般的に、用紙類を壁面のどの位置に張り付けるかは、その目的によって自ずと決まる
もので、壁面の全面にわたって張り付けることはあまり考えられない。
　そこで、前記支持部材の表面の必ずしも全面に磁性薄板を張着する必要はなく、必要と
される部分にのみ張着すればコストも安価となる。
【００１３】
　（３）本発明では、支持部材を、その表面が鉛直面となるように立て掛けた際に、磁性
薄板は前記支持部材の下端から１ｍ以上の部分に張着されていることが望ましい。
【００１４】
　前述のように、用紙類を壁面のどの位置に張り付けるかは、その目的によって自ずと決
まるもので、一般に下端部近傍に張り付けられることは考え難いので、前記磁性薄板を前
記支持部材の下端から１ｍ以上の部分に張着することが適している。
【００１５】
　（４）本発明では、壁紙表面の全面に同一の模様が施されていてもよい。壁紙の全面に
同一の模様が施されていると、前記磁性薄板が前記支持部材のどの位置に張着されている
か一見不明であり、一般の壁面と変わることがなく、違和感がない。
【００１６】
　（５）本発明では、壁紙の、前記磁性薄板が張着されている部位には、他の部位と異な
る色彩もしくは模様が施されていてもよい。
【００１７】
　壁紙の全面に同一の模様が施されていると、磁性薄板がどの位置に張着されているか一
見不明であり、用紙類をどこに磁石で張り付けることができるかがわかりにくい。特にそ
の室内を初めて使用する者にとっては、大変不便に感じることがあり得る。
【００１８】
　そこで、壁紙の前記磁性薄板が張着されている部位には、他の部位と異なる色彩もしく
は模様を施しておけば、用紙類の貼り付け可能場所が一目でわかることになる。
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【００１９】
　（６）本発明は、壁部材の製造方法であって、支持部材の表面に磁性薄板を張着し、そ
の後当該磁性薄板の表面に壁紙を重畳することを特徴とするものである。
【００２０】
　（７）本発明では、壁紙は磁性薄板の端縁部を覆うように重畳してもよい。壁紙で磁性
薄板の端縁部を覆うと、前記磁性薄板はより確実に支持部材に張着される。
【００２１】
　（８）本発明は、前述の壁部材の使用方法であって、前記磁性薄板が張着されている部
分の壁紙の表面に磁石を着脱自在に吸着させ、前記磁性薄板と当該磁石とで用紙類等の目
的物を挟持することを特徴とするものである。
【発明の効果】
【００２２】
　前述のように、本発明によれば、支持部材の表面に磁性薄板が張着され、当該磁性薄板
の表面に壁紙が重畳されているので、前記壁紙を破損や汚損することなく目的の用紙類な
どを自由に前記壁紙上に架け替えることが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】　本発明の一実施の形態の、支持部材の表面の全面に磁性薄板が張着された壁部
材の正面図である。
【図２】　本発明の一実施の形態の、支持部材の表面の中央部近傍に磁性薄板が張着され
た壁部材の正面図である。
【図３】　本発明の一実施の形態の、支持部材の表面の中央から上方にかけて磁性薄板が
張着された壁部材の正面図である。
【図４】　本発明の一実施の形態において、支持部材に磁性薄板を張着し次いでその表面
に壁紙を重畳する工程を示す正面図である。
【図５】　本発明の一実施の形態の、壁紙の前記磁性薄板が張着されている部位には、他
の部位と異なる模様が施されていている壁部材の正面図である。
【図６】　本発明の一実施の形態の壁部材の縦断面図である。
【図７】　本発明の一実施の形態の壁部材の部分拡大側面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　図１は、支持部材の表面の全面に磁性薄板が張着された壁部材の正面図で、一般的に多
用される支持部材としての石膏ボード１の表面に、磁性体にてなるスチール薄板２が張着
されている。
【００２５】
　前記スチール薄板２は厚さが０．１ｍｍないし０．３ｍｍ程度が適当で、裏面に両面テ
ープが付着されており、当該両面テープの付着側が前記石膏ボード１の表面側となるよう
に張着されている。
【００２６】
　なお、前記スチール薄板２はパンチングメタルのように多数の開孔が形成されていても
よく、また金網状のものでもよい。
【００２７】
　また、前記両面テープに代えて、前記スチール薄板２を接着剤で石膏ボード１の表面に
張着してもよい。
【００２８】
　図２は、前記石膏ボード１の表面の中央部近傍に前記スチール薄板２が張着された壁部
材の正面図で、スチール薄板２の下端は前記石膏ボード１の下端から寸法Ｌだけ上方に位
置している。この寸法Ｌは１ｍ以上が適当である。
【００２９】
　図３は、前記石膏ボード１の表面の中央付近から上端にかけて前記スチール薄板２が張
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【００３０】
　図４は、前記石膏ボード１の表面に前記スチール薄板２を張着し、次いでその表面に壁
紙３を重畳する工程を示す正面図で、先ず適当な大きさに切断した前記スチール薄板２を
前記石膏ボード１の表面に張着し、次いで前記スチール薄板２の表面に、前記石膏ボード
１と同一寸法の一般的な壁紙３を重畳するものである。
【００３１】
　図５は、壁紙３の前記スチール薄板２が張着されている部位３ａには、他の部位３ｂと
異なる模様又は色彩が施されていている壁部材の正面図で、図３に示すスチール薄板２と
同一のスチール薄板２が張着されているものである。
【００３２】
　なお、図６に示すように、前記壁紙３は前記スチール薄板２の端縁部を覆うように重畳
することが望ましい。かように壁紙３でスチール薄板２の端縁部を覆うと、前記スチール
薄板２はより確実に前記石膏ボード１に張着される。
【００３３】
　以上のように、壁紙の前記スチール薄板２が張着されている部位３ａに、前記スチール
薄板２が張着されていない部位３ｂと異なる色彩もしくは模様を施しておけば、用紙類４
（図７参照）の貼り付け可能場所が一目でわかることになる。
【００３４】
　図７は、壁部材に用紙類４が磁石によって固定されている状態の部分拡大側面図で、こ
の図から明らかなように、前記用紙類４は、前記スチール薄板２の表面に磁石５で着脱自
在に固定されている。
【符号の説明】
【００３５】
　１　　石膏ボード（支持部材）
　２　　スチール薄板（磁性薄板）
　３　　壁紙
　４　　用紙類（目的物）
　５　　磁石
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